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通
じ
て
強
く
実

感
し
た
の
は
、

介
護
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
若

い
人
が
あ
ま
り

に
少
な
い
こ

と
。
超
高
齢
化
国
の
日
本
は

『
介
護
＝
社
会
』。
よ
り
良
い

介
護
、
よ
り
面
白
い
介
護
の

仕
事
に
目
を
向
け
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
」
と
立
ち
上
げ

の
理
由
を
語
る
。

　

主
な
活
動
は
▽
課
題
解
決

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
し
、

実
際
の
職
場
で
実
践
・
検
証

す
る
「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ 

Ｍ
Ｙ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
マ
イ
プ

ロ
）
▽
業
界
内
外
の
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、
対
話
形
式
で
学
ぶ
「
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
▽
オ
ン
ラ

イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
Ｓ
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｅ
」
―
―
な
ど
。

　

な
か
で
も
「
マ
イ
プ
ロ
」

は
、
参
加
者
が
職
場
で
実
際

に
抱
え
る
課
題
や
悩
み
に
対

し
、解
決
策（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

を
自
ら
立
案
。
こ
れ
を
チ
ー

ム
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、

職
場
で
実
践
・
検
証
を
繰
り

返
す
。
最
後
は
マ
イ
プ
ロ
で

の
成
果
と
、
以
後
現
場
で
の

プ
ラ
ン
を
報
告
す
る
。

　

３
カ
月
間
・
計
６
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
１
回
あ
た
り

３
～
５
時
間
）。
こ
れ
ま
で
開

催
は
19
期
を
数
え
、
１
８
０

人
程
が
参
加
し
て
い
る
。

　

秋
本
氏
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
大
小
に
関
係
な
く
『
実

行
す
る
こ
と
』
が
何
よ
り
大

事
。
失
敗
を
重
ね
る
こ
と
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
り
磨
か

れ
る
」
と
強
調
。「
チ
ー
ム

で
共
有
・
協
議
し
て
い
く
中

で
、
聞
く
力
や
伝
え
る
力
、

サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
も
身
に
つ

く
」
と
話
す
。

　

通
所
介
護
で
働
く
理
学

療
法
士
（
男
性
）
の
参
加
者

の
例
で
は
、
課
題
「
要
支
援

者
の
リ
ハ
ビ
リ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
う
上
げ
る
か
」

に
対
し
「
旅
行
に
行
っ
て
楽

し
ん
で
も
ら
う
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
案
。
要
介
護
者
と

比
べ
、
で
き
る
こ
と
が
多
い

か
ら
こ
そ
、
体
が
少
し
不
自

由
に
な
っ
た
だ
け
で
活
動
を

あ
き
ら
め
る
傾
向
が
あ
り
、

旅
行
を
通
じ
て
「
自
分
も
で

き
る
」
と
実
感
し
て
も
ら
う

こ
と
で
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
な
げ
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

　

旅
行
の
計
画
詳
細
は
最
初
、

参
加
者
が
決
め
て
い
た
が
、

マ
イ
プ
ロ
で
「
利
用
者
自
身

が
企
画
し
た
ほ
う
が
、
よ
り

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
な
が
る
の
で

は
」
と
の
意
見
を
踏
ま
え
て

職
場
で
利
用
者
と
「
旅
行
に

行
け
な
い
理
由
は
何
か
」
を

話
し
合
っ
た
。
す
る
と
「
杖

が
必
要
な
の
で
不
安
」
や
「
音

が
聞
き
取
り
に
く
い
」
な
ど

が
理
由
で
、
利
用
者
ど
う
し

で
助
け
合
え
ば
旅
行
に
行
け

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

　

マ
イ
プ
ロ
最
終
発
表
の
段

階
で
は
、
目
的
地
や
交
通
手

段
な
ど
大
ま
か
な
部
分
の
み

こ
ち
ら
か
ら
提
示
し
、
誰
が

行
く
か
、
集
合
場
所
ま
で
の

行
き
方
な
ど
の
詳
細
は
利
用

者
ど
う
し
が
決
め
る
こ
と

に
。そ
の
後
、職
場
の
ス
タ
ッ

フ
の
意
見
も
踏
ま
え
、
目
的

地
ま
で
は
送
迎
す
る
「
バ
ス

ツ
ア
ー
」
形
式
の
旅
行
プ
ラ

ン
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

　

集
団
リ
ハ
ビ
リ
を
し
な
が

ら
旅
行
の
話
し
合
い
を
進
め

る
な
ど
、
デ
イ
の
時
間
も
有

効
活
用
。「
企
画
す
る
こ
と
、

考
え
る
こ
と
自
体
が
楽
し

み
」
と
い
う
利
用
者
も
出
て

き
た
と
い
う
。

全
国
展
開
へ
Ｃ
Ｆ

　

18
年
７
月
に
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始

し
、
目
標
額
６
０
０
万
円
に

対
し
８
４
０
万
円
以
上
が
集

ま
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
同

年
８
月
よ
り
活
動
拠
点
を
大

阪
、
金
沢
、
名
古
屋
、
広
島
、

福
岡
と
拡
大
し
た
。

　

現
在
、
マ
イ
プ
ロ
の
第
20

期
参
加
者
を
募
集
中
。
９
月

12
日
（
土
）
～
11
月
29
日
の

全
６
回
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
。

申
込
み
は
リ
ー
ダ
ー
ズ
Ｈ
Ｐ

（https://forms.gle/Fe
6zUQ3CFEzuXgxK8

）

ま
で
。

イ
学
館
の
社
外
取
締
役
を
務

め
て
い
て
強
い
信
頼
関
係
で

結
ば
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

挙
げ
て
い
る
。
上
場
廃
止
後

も
、
森
社
長
や
寺
田
剛
常
務

は
引
き
続
き
経
営
に
当
た
る
。

寺
田
大
輔
副
社
長
は
６
月
24

日
付
で
退
任
し
、
寺
田
剛
常

務
が
副
社
長
に
就
任
予
定
。

上
場
廃
止
後
も
、
グ
ル
ー
プ

の
従
業
員
の
雇
用
は
維
持
す

る
と
い
う
。

し
、
長
期
的
視
点
で
企
業
価

値
向
上
を
実
現
す
る
た
め
」

と
説
明
。「
株
主
を
公
開
買
付

者
の
み
と
し
て
一
丸
と
な
っ

て
事
業
構
造
改
革
の
実
行
に

取
り
組
む
こ
と
が
最
善
の
手

段
」
と
強
調
し
た
。
ベ
イ
ン

キ
ャ
ピ
タ
ル
と
タ
ッ
グ
を
組

む
理
由
に
つ
い
て
は
、
国
際

的
に
豊
富
な
投
資
実
績
を
持

つ
こ
と
、
代
表
の
杉
本
勇
次

氏
が
２
０
１
５
年
か
ら
ニ
チ

円
で
、
６
月
22
日
ま
で
に
発

行
済
株
式
お
よ
そ
６
５
０
０

万
株
の
全
株
取
得
を
目
指
す

と
い
う
。

　

今
回
の
判
断
に
つ
い
て
、

ニ
チ
イ
学
館
森
社
長
は
、「
短

期
的
な
業
績
変
動
に
動
じ
ず
、

機
動
的
に
経
営
課
題
に
対
処

指
す
と
発
表
し
た
。
公
開
買

付
者
は
ベ
イ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル

の
子
会
社
。
現
副
社
長
の
寺

田
大
輔
氏
を
始
め
と
す
る
創

業
者
一
族
や
森
信
介
社
長

も
、
公
開
買
付
に
応
じ
、
所

有
株
式
を
譲
渡
す
る
。
公
開

買
付
価
格
は
１
株
１
５
０
０

　

ニ
チ
イ
学
館
（
東
京
都
千

代
田
区
、
森
信
介
社
長
）
は

５
月
８
日
、
大
手
投
資
フ
ァ

ン
ド
の
ベ
イ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
連
携
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
バ
イ
ア
ウ
ト
（
経
営
陣

が
参
加
す
る
買
収
）
を
実
施

し
、
株
式
の
上
場
廃
止
を
目

チ
ー
ム
検
証
・
現
場
実
践

を
往
来
す
る「
マ
イ
プ
ロ
」

　

リ
ー
ダ
ー
ズ
発
起
人
で
運

営
会
社
Ｂ
ｌ
ａ
ｎ
ｋ
ｅ
ｔ
ブ

ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
長
の
秋
本
可

愛
氏
は
、「
介
護
の
仕
事
を

介
護
現
場
の 「
や
り
た
い
こ
と
」 を
形
に

事
業
所
越
え
立
案・実
行・検
証

KAIGO
LEADERS

秋本可愛氏。大学時代は
認知症をテーマにフリー
ペーパーを制作した

１
日　

東
京
都
内
の
住
宅
火
災
死

者
７
年
ぶ
り
80
人
超

　

昨
年
、
東
京
都
内
で
起
き
た
住
宅

火
災
の
死
者
数
が
83
人
に
上
り
、
12

年
以
来
７
年
ぶ
り
に
80
人
を
上
回
っ

た
。
東
京
消
防
庁
の
ま
と
め
。
前
年

比
17
人
増
の
83
人
で
、
約
42
％
の
35

人
（
同
９
人
増
）
は
、
た
ば
こ
の
不

始
末
が
原
因
。
こ
の
う
ち
16
人
（
同

９
人
増
）
は
、
寝
る
直
前
に
吸
っ
た

た
ば
こ
の
火
種
が
布
団
な
ど
に
落
ち

て
発
生
す
る
寝
た
ば
こ
火
災
だ
っ
た

と
み
ら
れ
、
約
半
数
が
焼
死
で
は
な

く
、
Ｃ
Ｏ
中
毒
で
死
亡
。

４
日　

子
供
１
５
１
２
万
人
、
39

年
連
続
減

　
「
こ
ど
も
の
日
」
を
前
に
総
務
省

が
ま
と
め
た
４
月
１
日
時
点
の
人
口

推
計
に
よ
る
と
、
外
国
人
を
含
む
14

歳
以
下
の
子
供
の
数
は
前
年
よ
り
20

万
人
少
な
い
１
５
１
２
万
人
で
、
39

年
連
続
で
減
少
。
総
人
口
に
占
め
る

割
合
は
12
・
０
％
で
46
年
連
続
の
低

下
。
い
ず
れ
も
比
較
可
能
な
50
年
以

降
の
過
去
最
低
を
更
新
。
男
子
が
７

７
４
万
人
で
、
女
子
の
７
３
８
万
人

を
上
回
っ
た
。
３
歳
ご
と
の
区
分
で

は
年
齢
層
が
下
が
る
ほ
ど
減
少
し
て

お
り
、
12
～
14
歳
が
３
２
１
万
人
な

の
に
対
し
、
０
～
２
歳
は
２
７
５
万

人
。少
子
化
の
加
速
を
示
し
て
い
る
。

人
口
に
占
め
る
子
ど
も
の
割
合
は
、

沖
縄
の
16
・
９
％
が
最
高
。
最
も
低

い
の
は
秋
田
の
９
・
８
％
で
、
比
較

可
能
な
70
年
以
降
、
全
国
で
初
め
て

10
％
を
下
回
っ
た
。
国
連
人
口
統
計

年
鑑
に
よ
る
と
、
推
計
時
点
は
異
な

る
も
の
の
、
人
口
４
千
万
人
以
上
の

32
カ
国
の
う
ち
、
日
本
の
子
供
の
割

合
12
・
０
％
は
韓
国
の
12
・
４
％
を
下

回
り
最
低
。

・
准
看
護
師
試
験
、
１
万
６
２
３
３

人
が
合
格　

合
格
率
96
・
０
％

　

厚
労
省
は
、
19
年
度
に
各
都
道
府

県
で
実
施
さ
れ
た
准
看
護
師
試
験
の

実
施
状
況
を
取
り
ま
と
め
公
表
。
受

験
者
１
万
６
８
６
７
人
に
対
し
、
１

万
６
２
３
３
人
が
合
格
。
合
格
率
は

96
・
０
％
。
准
看
護
師
学
校
養
成
所

（
高
等
学
校
衛
生
看
護
科
＋
養
成
所
）

卒
業
者
は
８
７
２
３
人
が
受
験
、
８

３
３
８
人
が
合
格
、
合
格
率
は
95
・

６
％
。
看
護
師
学
校
養
成
所
卒
業
者

は
７
６
６
５
人
が
受
験
、
７
５
１
４

人
が
合
格
、
合
格
率
は
98
・
０
％
。

外
国
人
な
ど
の
受
験
資
格
認
定
者
は

４
７
９
人
が
受
験
し
、
３
８
１
人
が

合
格
、
合
格
率
は
79
・
5
％
。

11
日　

安
倍
首
相
「
介
護
報
酬
改

定
、
予
定
通
り
実
施
」

　

安
倍
首
相
は
、
参
院
予
算
委
員
会

で
、
来
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
予
定
通

り
実
施
す
る
考
え
を
示
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受

け
、
報
酬
改
定
に
伴
う
現
場
の
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
、「
延
期
の
判
断

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
」
と
の
質
問

に
対
し
、
首
相
は
「
介
護
保
険
料
の

伸
び
を
抑
制
し
つ
つ
、
高
齢
者
の
生

活
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
や
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
、

効
率
的
な
制
度
と
す
る
た
め
の
不
断

の
取
組
が
不
可
欠
」
と
強
調
。「
報

酬
改
定
は
予
定
通
り
実
施
す
る
」と
、

現
時
点
で
の
考
え
を
明
確
に
し
た
。

日
本
共
産
党
の
倉
林
明
子
氏
へ
の
答

弁
。

13
日　

改
正
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が

成
立
、
ス
ロ
ー
プ
や
照
明
に
基
準

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
円
滑
な
移

動
を
支
援
す
る
た
め
の
改
正
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
が
参
院
本
会
議
で
全
会
一

致
で
可
決
、
成
立
。
ス
ロ
ー
プ
板
の

適
切
な
操
作
や
照
明
の
明
る
さ
な
ど

の
基
準
を
設
け
、
公
共
交
通
事
業
者

に
順
守
す
る
よ
う
義
務
付
け
。
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
面
で
も
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
。
車
両
の

優
先
席
や
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
な
ど

の
適
正
な
利
用
の
推
進
を
国
や
地
方

自
治
体
な
ど
の
責
務
と
す
る
。
21
年

4
月
に
施
行
。

22
日　

介
護
職
の
特
定
処
遇
改
善

加
算
、
取
得
率
56
％
に
留
ま
る

　

介
護
・
福
祉
職
員
の
賃
上
げ
に
向

け
て
昨
年
10
月
に
創
設
さ
れ
た
特
定

処
遇
改
善
加
算
に
つ
い
て
、
導
入
当

初
の
取
得
率
が
分
か
っ
た
。
介
護
報

酬
の
特
定
処
遇
改
善
加
算
を
算
定

し
た
施
設
・
事
業
所
が
全
体
に
占
め

る
割
合
は
、
昨
年
10
月
が
53
・
８
％
、

11
月
が
56
・
４
％
。
９
割
を
超
え
て

い
る
既
存
の
処
遇
改
善
加
算
と
比
べ

大
幅
に
低
い
。

26
日　

介
護
・
福
祉
関
連
法
案
、
衆

院
を
通
過　

複
雑
化
す
る
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
趣
旨
と

す
る
社
会
福
祉
法
、
介
護
保
険
法
な

ど
の
改
正
案
が
、
衆
院
本
会
議
で
与

党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
。
改
正

案
は
、
以
前
よ
り
多
様
化
、
複
雑
化
、

複
合
化
し
て
き
た
地
域
の
福
祉
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
新
た

な
相
談
支
援
の
仕
組
み
を
導
入
す
る

こ
と
が
柱
。
介
護
、
障
害
福
祉
、
子

育
て
支
援
、
生
活
困
窮
者
支
援
と
い

っ
た
制
度
の
縦
割
り
を
超
え
た
横
断

的
な
体
制
を
、
各
地
の
実
情
に
応
じ

て
よ
り
柔
軟
に
整
備
で
き
る
よ
う
関

連
制
度
の
ル
ー
ル
を
変
え
る
。
こ
の

ほ
か
、
社
会
福
祉
法
人
ど
う
し
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化

を
促
す
新
し
い
仕
掛
け
と
し
て
、「
社

会
福
祉
連
携
推
進
法
人
制
度
」
を
創

設
す
る
こ
と
も
盛
り
込
む
。
ま
た
、

介
護
福
祉
士
の
養
成
校
を
出
た
人
へ

の
国
家
試
験
の
義
務
付
け
を
猶
予
し

て
い
る
既
存
の
経
過
措
置
を
、
26
年

度
ま
で
更
に
５
年
間
延
長
す
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
る
。

29
日　

４
月
の
休
業
者
過
去
最
大

５
９
７
万
人　

完
全
失
業
者
１
７
８

万
人

　

総
務
省
が
発
表
し
た
４
月
の
休
業

者
数
は
５
９
７
万
人
と
過
去
最
大

に
。
前
年
同
月
比
で
４
２
０
万
人
増

え
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後

の
休
業
者
数
は
１
０
０
万
人
程
度

で
、
異
例
の
伸
び
幅
。
景
気
悪
化
が

長
引
け
ば
、
企
業
は
休
業
者
を
雇
い

続
け
る
の
は
難
し
く
な
る
。
総
務
省

が
同
日
発
表
し
た
完
全
失
業
率
（
季

節
調
整
値
）
は
２
・
６
％
で
前
月
か

ら
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。
就

業
者
数
は
前
月
に
比
べ
１
０
７
万
人

減
少
し
、
63
年
１
月
以
来
の
下
げ
幅

に
。
完
全
失
業
者
数
（
同
）
は
１
７

８
万
人
で
６
万
人
増
え
た
。

・
無
医
地
区
６
０
１
地
区
に
減
少
、

無
歯
科
地
区
も
７
７
５
地
区
に
減
少

　

厚
労
省
は
、
19
年
10
月
時
点
の
無

医
地
区
・
無
歯
科
医
地
区
調
査
結
果

を
公
表
。
無
医
地
区
は
14
年
の
前
回

よ
り
36
地
区
（
５
・
７
％
）
減
っ
て
、

６
０
１
地
区
で
減
少
傾
向
が
続
く
。

都
道
府
県
別
で
は
、
北
海
道
が
76
地

区
で
最
多
。
無
医
地
区
人
口
は
同
４

２
７
０
人
（
３
・
４
％
）
増
加
し
て
、

12
万
８
３
９
２
人
。
一
方
、
無
歯
科

医
地
区
は
同
83
地
区
（
９
・
７
％
）

減
の
７
７
５
地
区
。
無
歯
科
医
地
区

人
口
は
２
万
８
９
３
３
人
（
14
・
０

％
）
減
の
17
万
７
１
７
６
人
。

５
月

　新型コロナウイルス感染拡大により、特に大きな影響を
受けている中小企業や個人事業主などに対して給付され
る。所管は経済産業省で、介護・福祉や医療なども含む幅
広い業種の中小法人を対象としている。中小法人200万
円、個人事業者100万円。ただし、昨年１年間の売上か
らの減少分を上限とする。主な給付要件は、①新型コロ
ナの影響で、今年12月までにひと月の売上が前年同月比
50%減少②2019年以前から事業収入を得ており、今後も
事業を継続する意思がある事業者③法人の場合は「資本金
の額」または出資の総額が10億円未満、資本金がない社会
福祉法人などは常時使用する従業員の数が2,000人以下―
―であること。さらに、今国会で成立を目指す今年度の第
2次補正予算案では1兆9,400億円を積み増し、今年3月
までに事業を開始した事業者などにも対象を広げることが
検討されている。申請はすでに受け付けており、来年1月
15日までの予定。
　同給付金サイト（https://www.jizokuka-kyufu.jp/）では、
給付金の概要、申請のポイントのほか、電子申請の操作説
明動画などが確認できる。

持続化給付金

長光純さん

　

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会

の
「
大
阪
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
に
は
府
内
７
６
９

の
社
会
福
祉
法
人
が
登
録
、

主
に
生
活
困
窮
者
の
支
援
、

地
域
貢
献
に
法
人
や
施
設
の

強
み
を
活
か
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
る
。

　

生
活
困
窮
者
支
援
は
、
失

業
・
貧
困
と
い
っ
た
直
接
的

な
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
介

護
や
障
が
い
、
ま
た
虐
待
や

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
「
生
活
Ｓ
Ｏ

Ｓ
」
に
も
対
応
。
緊
急
を
要

す
る
場
合
は
住
ま
い
や
生
活

物
資
、
食
材
等
の
経
済
的
援

助
（
現
物
給
付
）
も
行
う
。

資
金
は
参
加
法
人
が
拠
出
す

る
「
社
会
貢
献
基
金
」
を
活

用
す
る
。

　

支
援
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と

な
る
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）。
生
活
困
窮
者
と
直

接
話
し
、
抱
え
る
問
題
に
対

し
、
制
度
の
枠
組
み
を
超
え

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
・
情
報

な
ど
へ
の
橋
渡
し
を
行
う
。

　

堺
暁
福
祉
会
（
宮
田
速
子

理
事
長
）
が
運
営
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
遊
づ

る
」（
松
原
市
）
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
長
光
純
さ
ん
も

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
一
人
。

　

配
偶
者
の
Ｄ
Ｖ
か
ら
逃
れ

た
女
性
の
ケ
ー
ス
で
は
、
避

難
先
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
と
な

る
社
福
施
設
の
確
保
か
ら
、

そ
の
後
の
生
活
の
自
立
ま
で

を
支
援
し
た
。

　
「
女
性
は
新
居
を
探
す
必

要
が
あ
っ
た
が
、
Ｄ
Ｖ
が
原

因
で
人
と
話
す
こ
と
が
恐
怖

に
な
っ
て
い
た
」
と
長
光
さ

ん
。
本
人
と
不
動
産
会
社
と

の
間
に
入
り
、
契
約
ま
で
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
着
の
身
着
の
ま
ま

逃
れ
、
手
元
に
お
金
が
な

か
っ
た
た
め
、
社
会
貢
献
基

金
で
入
居
時
の
初
期
費
用
を

支
給
。
生
活
用
品
は
堺
暁
福

祉
会
が
松
原
市
内
の
他
法
人

と
協
力
し
て
周
辺
住
民
か
ら

寄
付
を
募
り
、
衣
類
や
食
器

を
揃
え
た
と
い
う
。

　

そ
の
他
で
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
の
人
の
地
域
活
動

促
進
や
、
車
中
で
暮
ら
す
人

の
住
居
確
保
と
就
労
機
会
の

創
出
な
ど
、
対
応
し
た
ケ
ー

ス
は
多
岐
に
。

　

長
光
さ
ん
は
「
地
域
貢
献

は
社
福
の
大
き
な
役
割
の
一

つ
で
す
が
、
法
人
単
体
で
対

応
で
き
な
い
課
題
も
多
く
あ

る
。
社
福
間
連
携
、
さ
ら
に

府
社
協
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
下

支
え
を
最
大
限
利
用
し
、
一

人
ひ
と
り
の
生
活
を
再
建
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
」
と

述
べ
る
。

大
阪
府
社
協 「
し
あ
わ
せ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

生
活
困
窮
者
へ
現
物
給
付

社
会
貢
献
基
金
原
資
に

　

松
田
さ
ん
が
２
年
近
く
、
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
Ａ
さ
ん
の
ケ
ー

ス
だ
。
い
つ
も
の
よ
う
に
モ
ニ
タ

も
当
然
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

離
床
を
目
的
に
高
機
能
車
い
す
に

変
更
し
た
結
果
、
そ
の
目
標
通
り

に
車
い
す
で
の
過
ご
す
時
間
は
増

え
て
い
た
と
し
ま
す
。
た
だ
、
も

し
か
す
る
と
車
い
す
が
か
さ
ば
る

の
で
車
で
外
出
す
る
機
会
が
減
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
利
用
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
が
、
生
活
全
般
の
変

化
を
俯
瞰
し
て
見
極
め
な
が
ら
、

ご
本
人
や
ご
家
族
に
と
っ
て
常
に

最
善
な
提
案
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
」（
松
田
さ
ん
）。

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
松
田
さ
ん

は
、
介
護
ベ
ッ
ド
の
背
上
げ
角
度

が
普
段
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
い
た
。
話
を
聞
く
と

胃
液
の
逆
流
を
緩
和
す
る
た
め

に
、
本
人
が
背
上
げ
の
角
度
を
調

整
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

Ａ
さ
ん
は
以
前
、
胃
が
ん
で
胃
を

一
部
摘
出
し
て
い
た
。
Ａ
さ
ん
に

よ
る
と
、「
就
寝
時
も
背
上
げ
し

て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

３
カ
月
後
、
松
田
さ
ん
が
再

び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
訪
れ
る
と
、

ベ
ッ
ド
の
背
上
げ
角
度
は
さ
ら
に

上
が
っ
て
い
た
。
角
度
が
急
す
ぎ

て
、
座
位
が
安
定
し
な
い
の
と
、

臀
部
に
体
圧
が
集
中
し
て
い
る
た

め
か
、
松
田
さ
ん
と
の
会
話
中
も

サ
イ
ド
レ
ー
ル
に
体
を
預
け
る
場

面
が
何
度
か
み
ら
れ
た
。「
こ
れ

だ
け
座
位
が
安
定
し
て
い
な
い

と
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
感
じ
取
っ

た
松
田
さ
ん
。
以
前
か
ら
、
Ａ
さ

ん
の
日
中
の
傾
眠
傾
向
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
他
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
と
の
間
で
も
共
有
さ
れ
て

い
た
。
他
人
に
弱
音
を
吐
く
こ
と

を
よ
し
と
し
な
い
気
丈
な
Ａ
さ
ん

の
性
格
に
配
慮
し
、
松
田
さ
ん
は

奥
さ
ん
に
そ
れ
と
な
く
確
認
し
て

み
た
。
す
る
と
、「
以
前
に
も
増

し
て
、
夜
は
眠
れ
て
い
な
い
み
た

い
。
私
も
な
る
べ
く
音
を
立
て
た

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い

る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
や
は
り

夜
は
熟
睡
で
き
て
い
な
い
Ａ
さ
ん

の
様
子
、
ま
た
奥
さ
ん
も
Ａ
さ
ん

の
睡
眠
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
か
な

り
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
た
。

　

そ
こ
で
、
松
田
さ
ん
は
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
へ
報
告
す
る
と
と
も

に
、
介
護
ベ
ッ
ド
の
機
種
変
更

を
提
案
。
背
上
げ
と
昇
降
機
能
の

み
だ
っ
た
２
モ
ー
タ
ー
の
ベ
ッ
ド

を
、
３
モ
ー
タ
ー
で
さ
ら
に
ベ
ッ

ド
本
体
が
傾
く
機
能
を
搭
載
し
た

機
種
に
変
更
し
た
。
ベ
ッ
ド
本
体

が
傾
く
こ
と
で
、
無
理
に
背
上
げ

角
度
を
上
げ
な
く
て
も
、
胃
液
の

逆
流
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る

う
え
、
ベ
ッ
ド
に
傾
斜
が
つ
く
こ

と
で
足
側
が
下
が
る
こ
と
に
よ
る

安
楽
な
姿
勢
の
保
持
、
臀
部
に
集

中
し
て
い
た
体
圧
も
大
腿
部
へ
分

散
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ベ
ッ

ド
を
交
換
し
て
数
日
後
に
行
っ
た

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
Ａ
さ
ん
の

夜
間
の
睡
眠
が
改
善
さ
れ
た
こ
と

で
、
Ａ
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
奥
さ

ん
の
ス
ト
レ
ス
も
緩
和
さ
れ
、
心

な
し
か
二
人
の
関
係
も
以
前
よ
り

良
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え
た
。

 　
「
Ａ
さ
ん
も
そ
う
で
し
た
が
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
尋
ね
る
と
、
何
か

困
っ
て
い
て
も
『
大
丈
夫
』
と
答

え
て
し
ま
う
方
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
」と
松
田
さ
ん
は
説
明
す
る
。

ま
た
、
本
人
す
ら
自
身
の
困
り
ご

と
を
自
覚
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
そ
う
し
た
隠
れ
た
ニ
ー
ズ

を
丁
寧
に
す
く
い
あ
げ
る
の
が
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
「
気
づ

く
力
」
だ
と
い
う
。
ベ
ッ
ド
角
度

の
変
化
か
ら
、「
ぐ
っ
す
り
眠
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
直

感
し
た
よ
う
に
、「
変
化
を
見
落

と
さ
ず
、
そ
の
変
化
が
生
活
へ
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
」
と
松

田
さ
ん
。

　

ま
た
福
祉
用

具
導
入
後
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
も

同
様
だ
。
同
社

で
は
、
導
入
後

の
概
ね
10
日
以

内
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
し

て
い
る
が
、「
使

う
福
祉
用
具
が

変
わ
れ
ば
生
活

豊かさを届ける
福祉用具サービス

連載 　

全
国
で
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
福
祉
用
具
大
手
の
ヤ
マ
シ
タ
（
静
岡
県
島
田
市
、山
下
和
洋
社
長
）
は
、

「
か
ら
だ
、
こ
こ
ろ
、
く
ら
し
の
豊
か
さ
を
届
け
続
け
る
」
こ
と
を
顧
客
に
約
束
す
る
提
供
価
値
と
し
て

掲
げ
る
。
本
連
載
で
は
、
同
社
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
学
び
、
豊
か
さ
を
届
け
る

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
例
を
紹
介
す
る
。
ヤ
マ
シ
タ
で
は
、
変
化
か
ら
気
づ
く
力
、
洞
察
力
、
最
善

策
の
提
案
力
こ
そ
が
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
最
も
大
事
な
ス
キ
ル
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
訪
問
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
困
難
な
状
況
の
中
、
電
話
で
あ
っ
て
も
細
か
な
変
化
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。
初
回
は
、練
馬
営
業
所
所
長
の
松
田
貴
博
さ
ん
の
担
当
ケ
ー
ス
か
ら
、

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
「
気
づ
く
力
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。

松
田
貴
博
所
長

細かな「気づき」から生活
への影響をイメージする

背
上
げ
角
度
の
変
化
か
ら
す
く
い
取
る
ニ
ー
ズ

　
「
現
場
、
チ
ー
ム
を
改
善
し
た
い
」「
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

を
考
え
、
自
分
を
見
つ
め
直
し
た
い
」。
こ
う
し
た
想
い
を

抱
く
介
護
・
医
療
従
事
者
が
集
ま
り
、
具
体
的
な
実
践
手

法
を
学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。「
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ　

Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」（
以
下
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
」）
は
、
介
護
需
要

が
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
な
か
、
担
い
手
と
な
る
若
い
人
達

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
「
想
い

を
形
に
変
え
る
」
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場
を
提
供
す
る
。

ニ
チ
イ
学
館

Ｍ
Ｂ
Ｏ
実
施
、 来
月
上
場
廃
止
へ


